
黒潮町佐賀地域には、「かかりがましい」という方言があります。「必要以上に世話焼き」、「おせっかい」という意味を持ち、
防災には「かかりがましい」繋がりが必要との思いから、住民同士が助け合う防災のことを「かかりがましい防災」と表現し、
黒潮町佐賀浜町地区の有志グループが「防災かかりがま士の会」を立ち上げました。この有志グループの地区での活動
を紹介するとともに、実際に日々様々な防災活動に取り組むメンバーとの意見交換を行うことで、自らの地域の防災の取
組に役立てていただけるプログラムです。あわせて国内最大級の高さを誇る「佐賀地区津波避難タワー」見学も行います。

「防災かかりがま士の会」の取組を学び、自らの地域に活かす！

＜「防災かかりがま士」の取組紹介・意見交換＞
・地区防災の取組紹介　　・地区の中学校との連携
・津波避難タワー建設への想い　　・意見交換

「自分たちの命は自分で守る、行政ばかりに頼らずとも自分たちでできること
は自分でやろう！」との思いで日々取り組んでいる様々な防災活動や、地区
の中学校と連携した取組、津波避難タワー建設への想いなどを紹介すると
ともに、意見交換を行うことで、自らの地域の防災の取組に活用していただく。

■受入人数：5名～50名　(要相談）

■料金：防災実感プログラム　 2,000円/人（佐賀地区津波避難タワー見学含む）

■所要時間：1時間30分程度　

■受入期間：通年　　

■予約：事前予約

■窓口：　（一社）黒潮町観光ネットワーク　

　　　　　　TEL：0880-43-0881　　FAX：0880-43-1527

＜佐賀地区津波避難タワー見学＞

・津波避難タワーの構造や仕組み　　

「避難放棄者ゼロ・犠牲者ゼロ」を目指し、官民一体となっ
て防災に取り組んでいる事例をもとに地域の津波避難タ
ワーが建設されるまでの悲願などを知ることで、人任せで
はなく自分たちにできることを考え見つける想像力を育む。


